
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究通信 No.９ 

令和６年８月２８日（水） 

文責：小田 

１、「ふきだしくん」はいろんな場面で使えそう！ 

登録やログイン不要の付箋紙ツールを教えていただきました。登録やログイン

不要ということは、誰でも瞬時に同じ場所（画面）に集まることができるとい

うことです。URLを共有するか、QRコードを読み込んでもらうだけでいいので、

外部の方が来られる研修会、学年学級懇談会等でも使うことができそうです。

サイトでは、「ふきだしくんアワード」として、「実践的で賞」「効果的で賞」な

ど、教育現場での活用事例も紹介されていました。 

 

夏休み終了！ 

いよいよ２学期スタート！！ 

夏休みが終了しました。夏休み前半は、校内外

で多くの研修が行われましたね。研修だけでは

なく、備品整理や環境整備など、職員作業もあり

ました。夏休みといえども、慌ただしい毎日でし

た。そしてあっという間の３９日間でした。 

この夏、私は２つの研修会に参加しました。そ

のうちの一つ、７月２９日（月）に山田小学校で

行われた「情報教育研究会夏季実技研修会」での

学びを、厳選して３つ紹介したいと多います。 

情報教育研究会夏季実技研修会から 

↑ふきだしくん 

２、【情報モラル教育】情報通信機器に関するトラブルを他人事ではなく自分事に！ 

静岡県警少年課監修のもと、静岡大学教育学部の塩田研究室が作成した「自画撮りトラブルから身

を守ろう！」が紹介されました。昨年度行われた熊本県内の学校の情報教育担当者を対象に行われた

オンライン研修会で、塩田准教授が直接紹介してくださったのを思い出しました。先生方は、「自画

撮り写真を送ってくれ」と言われた際に送りますか？多くの人は「いや、送るわけがないでしょう。」

と思うかもしれません。しかし、具体的に状況を考えてみると、先生方も送ってしまう、送らざるを 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えないような状況に追い込まれてしまうかもしれません。先生方はどんな場面が危ないですか。ぜひ

考えてみてください。こちらは教材が無料で公開されているそうですよ。 

３、【情報モラル教育】認識のずれはトラブルのもと！認識のずれに気づかせる！ 

 LINE未来財団から公開されている「GIGAワークブック」教材集の中の一つです。先生方は、以下

のカードをどのように並べ替えますか。 

自分で並べ替えた後は、友達や自分の親と共有します。共有することで自分と他人とでは考え方が

違うということ 

に気づかせます。 

この認識のずれ 

こそが、「トラブ 

ルのもと」なん 

だそうです。「確 

かに」と思いま 

した。こちらも 

申請すれば無料 

で使えるように 

なるのだそうで 

す。 

 


